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第
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全
国
公
民
館
報

コ
ン
ク
ー
ル

全
国
公
民
館
連
合
会
が
２
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る

「公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
飯
山
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

「法
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
」

が

「特
別
賞

（明
治
安
田
生
命
賞
と

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
公
民
館
連
合

会
が
平
成
４８
年
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
、
公

民
館
が
自
ら
の
取
り
組
み
や
事
業
内
容
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
広
め
、

広
報
渚
動
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
公
民
館
報
を
全
国
か
ら
広
く
募

集
し
、
優
れ
た
内
容
の
も
の
を
表
彰
す
る
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
２
年
前
の
金
賞

受
賞
に
続
き
、
再
び
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
地
域
に
お

け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

の
役
割
や
活
動
、
地
域
の
様
子

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「法

の

郷

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
」
を

通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
を
伝
え
、

地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

口
「特
別
賞
（明
治
安
田
生

賞
と
受
賞

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
は
、
地
域
づ

く
り
の
発
信
元
と
し
て
、
行
事
の
案
内
や

報
告
を
行
い
、
い
ま
の
地
域
の
出
来
事
を

「活
字
」
と

「写
真
」
で
正
確
か
つ
迅
速

に
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
紙
は

「情
報
の
地
産
地
消
」

を
実
現
し
、
発
信
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と

で
、
情
報
の
確
か
さ
や
信
頼
性
が
高
く
、

生
渚
に
役
立
つ
重
要
な
存
在
で
す
。
ま
た
、

地
域
の
環
境
変
化
や
出
来
事
を
紙
ベ
ー
ス

で
残
す
手
法
と
し
て
有
用
で
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
が
薄
れ
て

い
く
中
、
市
民
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、
市
民
参
画

を
促
し
地
域
愛
を
育
む
き
っ
か
け
に
な
れ

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

コングール応募 広報3紙

Qぎ捧蒻占◆

F

声

・
デヽtl

広
報
紙
の
役
割
と
は

顕
井
で
あ
り
ａ
す

よ
そ
うと
に永
影
い
ｋ
学
今

（
力
大
■
生
月
千
六
哺

蕪

令不E6年度全国社会福祉大会 (令和

6年 11月 26日 )に おいて、中央共同募

金会会長表彰の優良地区・団体で表彰

されました。

永
多
状

表彰

着
追
卜
責
献
一エ
ム
奪
清
き
と
ト

違
う
に
八
舟
章
憔
峯
（

あ
い
の
ぶ
を
υ
つて
共

貴

△

丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo0120‐0フ由8848
9:30～ 19:00 火曜日定体

http://wvvw.hayashiya‐ group.com/

◎株あ
きもの と帯

漁」A否川星

TEL 08フフー98‐3263
FAX 0877‐ 98-6995

丸亀市飯山町下法軍寺545-1

飯山支店

地域社会の皆様と共に

営業時間/AM9:00～PM7:00

丸亀市綾歌町栗熊東

TEL 0877‐ 86‐3666
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保
健
師
の
健
康
相
談

〒
込
不
翌

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
・検
尿

【田
時
】
２
月
１９
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室
　
　
【対
象
】市
民

【準
備
】お
持
ち
の
方
は

健
康
手
帳
・健
（検
）診
結
果

【問
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

第
４
回
飯
山
南
地
区

運
含
自
４尺
〓
長
会

◆
年
度
最
後
の
自
治
会
長
会
で
す
。

【日
時
】
２
月
１６
日
（日
）

９
時
３０
分
～

【場
所
】多
目
的
室

券

一た
甘
習

ク
ラ
ブ

‐
‐
ュ
‐Ｕ

Ｎ

Ａ
，
Ｓ

キ
ツ
ズ
ダ
ン
ス

券

プ
ロ
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
香
川
フ
ァ
イ
ブ

ア
ロ
ー
ズ
専
属
キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
で
す
。ポ
ン
ポ
ン
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
で
リ

ズ
ム
感
ア
ッ
プ
、
柔
軟
性
と
表
現
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

【日
時
】毎
週
水
曜
日
　
１８
時
～

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

【申
込
・間
合
】自
下
珠
那

０

８

０

‐
４

０

３

３

‥
３

４

２

４

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

の

/り

を:

しⅢ
ヽ ,

も
も
っ
こ
広
場

『お
茶
会
』

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
使
っ
て
行
う
抹
茶
の
お

茶
会
で
す
。
少
し
か
し
こ
ま

っ
た

気
分
、
で
も
気
楽
に
。
美
味
し
い
和

菓
子
も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
連

れ
の
お
母
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【日
時
】
２
月
２６
日
（水
）

１０
時
～
１１
時
３０
分

【場
所
】
ふ
れ
あ
い
交
流
室

【参
加
費
】無
料

【申
込
】
不
要

憶Ⅷ瑚υ母子愛育班

，１

〓
卓

０
４
Ｊ

〕
雪
９
⊃

―
‐

第
４
回
健
康
講
演
会

【内
容
〓
日
楽
療
法

【講
師
〓
日
楽
療
法
士
　
一二
崎
め
ぐ
み
先
生

【日
時
】
２
月
１９
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時

【場
所
】
多
目
的
室
　
　
【対
象
】
市
民

い
つ
も
楽
し
く
笑
い
の
あ
る
三
崎
先
生
の

ト
ー
タ
と
、ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
歌
う
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

「お
で
か
け
号
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
体
験
乗
車
募
集

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
中貝
い
物
や
病
院

ヘ

行
く
手
段
を
支
援
す
る
丸
亀
市
高
齢
者
等
移

動
手
段
確
保
事
業

「お
で
か
け
号
」
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

助
手
席
に
乗

っ
て
、
お
手
伝
い
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
セ
ン
ダ
ー
ま
で
。●

飯山南
′」呻 凧作り教室 警農飯高生の活躍をご紹介します!

渚動日:12月 4日 (水) 場所 :飯山南小学校

参加者 :児童 (4年生)。 地域支援ボランテイア

12月 4日 (水)、 4年生56名
が、地域ボランティアの方々を

招いて、毎年恒例の凧作
')教

室

に参加しました。南小学校の凧

作り体験は、地域の方マの協力

を得ながら何年も続いている伝

統的な渚動です。4年生は、毎

年この国をとても楽しみにして

います。ボランテイアさんが骨

組みの貼り付けを優しく手伝つ

てくれたり、糸を平婁に結んでい

ただいたりしたおかげで、音な

がらの本格的な凧がみるみるうちに出来上がりました。こ

の国は天候にも恵まれ、思い思いに作つた自慢の凧が青空

を少しずつ舞い上がる様子

に、子どもたちの笑顔がはじ

けました。「お正月には凧あげ

をしよう」との声もあり、伝統

文化に触れるよい機会となり

ました。

見た国や独創性が高く評価され、大川さんは「見た人が

食べたいと思つてもら

えるよう特に色合いを

工夫しました」とコメン

ト。

本校での学びを活か

して渇躍する生徒を今

後とも応援してくださ

い。

自作の弁当の出

来栄えを競う「高校

生お弁当の日甲子園202
4」 が、鶏卵を使つたお弁当

をテーマに、昨年11月 に開

催されました。

県内外から1フ ア件の応

募があつた中で、本校 3年

食品文化系列に所属する大

川舞桜さんの「スコッチエッ

グのお花畑弁当」が見事最

優秀賞に輝きました。

当0日

蛛

盪
f亀

ゴ移

エール
くくく Yett 〉〉)

!◎大 ,生 舞 桜
.蕉 山商筆学僚、ど
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

「お
肉
の
味
、
日
信
が
あ
り
ま
す
」

」
Ｅ
Ｅ
み
み

躍
動
す

石

は
た
な
た

一

焼
肉

饗
（く
る
こ

|

当
店
は
、
焼
肉
店
「饗
女
く
ろ
き
）
で
す
。

こ
の
字
は
「キ
ョ
ウ
」
と
も
読
み
、
お
客
様
を

お
酒
や
料
理
で
も
て
な
す
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、坂
出
市
の
で

―ヽ
ト
シ
ョ
ッ
プ

山
吉
」
で
約
２０
年
間
働
き
、
そ
一⊂
で
培
っ
た
技

術
を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
、
平
成
２５
年
に

こ
の
焼
肉
店
を
開
業
し
ま
し
た
。
食
品
の
仕

入
れ
と
管
理
、
そ
し
て
調
理
、
さ
ら
に
接
客

や
清
掃
。
当
た
り
前
で
す
が
、
経
営
の
た
め

に
は
様
々
な
業
務
が
必
要
で
、
一⊂
れ
ま
で
に

は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
客
様
か
ら
の
「お
い
し
か
っ

た
わ
」
の
声
を
励
み
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

当
店
で
は
、厳
選
し
た
食
材
を
最
高
の
状

一態
で
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

肉
は
国
産
牛
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
肉
以

外
の
食
材
も
、
で
き
る
だ
け
地
元
の
新
鮮
な

も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
安
心
安
全
で
添

加
物
の
な
い
お
い
し
さ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
焼
き
肉
の
た
れ
や
ド
レ
ン
ン
ン

グ
も
自
家
製
で
す
。
さ
ら
に
、
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
や

す
き
焼
き
な
ど
、
季
節
に
合
わ
せ
た
、
焼
き

肉
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
店
内
は
、
団
体
様
用
の
１
部
屋
以
外

は
す
べ
て

個

室

で
、

気
兼
ね
な

く
食
事
を

楽
し
ん
で

い
た
だ
け

ま
す
。

悩
ま
し
い
の
は
、
一⊂
の
と
こ
ろ
の
食
材
の

高
騰
で
す
。
特
に
、
昨
年
夏
は
猛
暑
で
野
菜

が
不
足
し
が
ち
で
し
た
が
、
産
直
店
を
い
く

つ
か
回
っ
た
り
自
家
栽
培
で
ま
か
な
っ
た
り

し
て
、据
え
置
き
価
格
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
も
何
と
か
乗
り

越
え
、

１２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
地
元
の
方
だ
け
で
な
く
、
県
内
各
地
か

ら
来
て
く
だ
さ
る

方

々
が

い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
ど

う
ぞ

一
度
足
を
運

ん
で
、
お
い
し
い
焼

肉
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

焼肉 饗 (くろき)

飯山田膏弘軍寺11フみ1

TEL:98-2595
営業時Fロロ1フ :OO-22:00

定休日 :水曜日

守系
'姪

t

言蔦l父

]

し
ろ

み
ね

ぐ
う

《白
峰
宮
》

静
三
輪
鳥
居
・正
面
参
道
（東
か
ら
）

ふ
　
え
　
き

り
ゅ
う

こ
う

ゴ

リ
ラ
研
究
を
し
て
い
る
者
同
士

切
磋
琢
磨

の
場

ゴ
リ
ラ
研
究
が
住
境
に
入
っ
た
頃
、
み

ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、
自
分
と
同
じ
ゴ
リ
ラ
を

研
究
し
て
い
る
東
京
の
小
学
生
Ｍ
さ
ん
と

文
通
を
始
め
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
０
１
年
の
１

月
に
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
ダ
ー
を
訪
間
し

た
際
、
モ
ン
キ
ー
友
の
会
の
会
員
に
な
り
、

担
当
者
か
ら
東
京
の
某
小
学
校
の
Ｍ
さ
ん

を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
早
速
に

連
絡
を
取
り
合
っ
て
、交
流
が
始
ま
っ
た
。

同
じ
年
代
で
共
通
の
研
究
を
し
て
い
る
こ

・不

易

流

行

と
で
、
一昼
民
投
合
し
て
そ
の
後
の
研
究
に

よ
り
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た

よ
う
だ
。
以
下
が
Ｍ
さ
ん
か
ら
の
手
紙
の

一
部
で
あ
る
。

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

【
讃
留
霊
王
伝
承
葦
静
リ
ー
ズ
　
ｖｏｔユ
　
　
車乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
社

◎
白
峰
宮
【シ
リ
ー
ズ

Ｎ。
・２４
十
五
十
⑤
】

《占口
峰
堂
買
し
ろ
み
ね
ぐ
う
し

鎮

座

地
　
坂
出
市
西
庄
２
６
フ
ア
番
地

態
（
　
　
神
　
器
崇
徳
天
皇
（第
七
十
五
代
）

神
社
由
緒
　
崇
徳
天
皇
こ
こ
に
於
い
て
崩
御
の
趣
京
師
に
奏
間
す
。
一∈

の
間
玉
鰐
を
西
庄
村
野
澤
井
の
水
上
に
安
置
し
て
祀
れ

り
。往
音
日
本
武
尊
の
御
子
０
武
殻
王
（た
け
か
い
こ
お

う
）
讃
留
霊
王
）
南
海
の
悪
魚
を
征
し
時
王
及
従
士
皆
悪

魚
の
毒
で
ぐ
っ
た
り
と
死
ん
だ
よ
う
に
な
り
し
が
童
子

が
壷
に
澤
井
の
水
を
持
っ
て
き
て
０
武
殻
王
と
軍
兵
に

飲
ま
せ
る
と
忽
ち
蘇
生
せ
り
菊
蘇
場
の
水
、
八
十
場
水

（や
そ
ば
の
み
ず
）
と
云
う
。

参
考
文
献

Ｌ
香
川
縣
神
社
誌
マ
発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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I 魅力ある法の郷らしさ
法
の
郷
づ
く
り

。
ふ
れ
あ
い
交
流
室

づくり

スローガン  みんなで育てる住みよいまち法の郷

t地域づくり '環境保持 ヨ法の郷公園

`ま

ちライブラリー こ法の郷食堂班 こ活用班

●防災 ●防犯 。交通安全

◎高齢者対策 0児童・子育て支援

ll健康づくり推進事業 0運動習慣づくり

C食生活の改善 14心 の健康づくり

①学校支援 〇生涯学習
ll地域づくり支援 ①東」Wil児童センター支援

・ 法の郷いきいきまつ り ●コミュニテ ィだより、ホームページ

●コミュニティセ ンダーと法の郷公園

コミュニテイが

すすめている

取り組みを

お知らせします。

昭 鰹健康スポーツ部

元旦 4社めぐりおめでとうウォーク2025開催

健康づくり推進委員会

健康チヤレンジ
｀
四回を歩こう゛結果報告

■歩数記録表提出者 233名
■四国―周達成者  49名

記録提出者には参力□賞を、四国一

周達成者には認定証と賞品を進呈

しました。

参加された皆様、猛暑にかかわら

ず5カ月間大変お疲れ様でした。

皇 え よ

令和7年 1月 1日早朝6時半、ま

だ暗い中、コミュニティセンダーで

は竹灯籠が飾られ、集まつた参加

者を迎えました。王子神社、八幡神

社、八坂神社、讃留霊王神社の4社

巡り、大窪池で恒例の初日の出万

歳三唱、終了後は、コミュニティセ

ンダーでお接待として用意された

ぜんざいを味わい、参力[l者からは

「今年も良いスタートが切れまし

た」と笑顔で話す声が聞かれまし

た。行事は終始不□やかな雰囲気の

中で幕を閉じました。 鸞
V

〔
雪
＾

0
斡
呻

オ
一
、
一
．

0じどせんの絡ィヽaえさんとしヽつとすょ

2月 19日 (水)10時 30分～11時
『もうすぐ ひなまつり』
～絵本の読み聞かせと

絵[l[lでおひなさまを作ろう～

⑬移動國書麓季かのまる弩

2月 13日 (木 )

10時30分-11日寺30分

鬱迭壱ゃんくら′]寸

2月 15日 (土 )

10日寺30ノ刀
＼～ 14日寺30分

『ミニドレスを作ろう』

募集人数:10名 (予約制)

参 加 費:220円

●焼き稟子の販莞

とパン d蟻き藁子正房らぼ】
2月 15日 (土)1lB寺～11時45分

予約制のイベンHよ コミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに『ふれあい交流室だより』を掲載しています。

0命と暮らしを守る安全安心

0ともに支え合い健やかに暮らす

0健 康とスポーツで元気いつぱい

0“楽しい "が見つかる子育てと文化

0市 民参加 情報まるごと発信

●ふらっと Tea Time～小物づくり～

お体みです

●朝市・フリーマーケツト

お体みです

●パンの販売〔にじいろベーカリー】

e

2月 19日 (水 )

11時～

一
・一
一」一一・一．

■
一
．
■

↓
一半
■
　
・

活
　
用
　
班
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0 林 、ゃた募集中

粕

宝
赤
ち
や
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

汁

⑥

煮干しのだし汁に野菜と酒粕・由味噌で味をつけた

料理で冬の寒い日に食べると温かく、おいしいです。

■材料 (4人分)

里芋 … ……

大根 … ……

にんじん ……・

ごばう………

椎茸 …… …

こんにゃく 。中

鶏肉 (もも)・
中

■作り方

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

ｇ

Ｏ

０

０

０

０

０

０

６

８

４

３

３

８

０

[

細ねぎ

水 …

煮干し

昆布
酒粕
白味0曽

… 少々
カップ4
… 25g
… 12g
… 80g
… 40g

0里芋。こんにゃく。鶏肉はひと□大に、大根・にんじんは
いちよう切り、ごばうは乱切り、椎茸は細く切る。

②鍋に⑥を入れ火にかけ、沸騰直前に昆布をとり出す。
煮干しは数分煮たあとにとり出す。

に材料を入れて煮立て、野菜が煮えたら、少
てヽ加え、ひと煮立ちさせる。

えて味を調え、青みに河ヽ回切り|

竹田 和義さん

0対象者

飯山南地区在住で、満3歳までの赤ちゃん
0応募できる方

赤ちゃんの父母または養育者
0お申し込み方法

誕生月の前月1日まてヽこ、件名を1宝赤ちゃんJ とし、
下記の必要事項をご記入のうえ、メールまたは窓ロヘご持参くなきt屹

●必要事項
・赤ちゃんの氏名 6、 りがな)、 性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

0応募メールアドレス 図 hannan‐ c@mf.pikara.ne,ip

F◇CUS‐ フイブヌー

Weicomeまちライブラリー

コミュニティの心ヽれあ

い交流室にずらっと並/Sヾ

本、本、本。ここは公共の

図善館とはちょっと違うま

ちライブラリーです。お子

さんの絵本から話題の新

刊までそろっています。

ここではおしゃべりもよ

し、お茶やコーヒーを飲みながらもよし、お菓子をつま

みながらもよし、楽しい本と思い思いのスダイルでふ

れあうことができます。

まちライブラリーは水曜と土曜朝9時半から16時

まで、ボランティアさんが交代で本の整理や貸し出し

のお世話などライブラリーの運営をしています。本が

大好きな笑顔の素敵な方ばかりです、本のことならな

んでも間いてください。「お勧めの本はどれ」とか、「よ

く借りている本は」など、気軽に話しかけてください。

ベス トショット

待ってま～す♪

No.

053
岡下所自治会

高校時代には体操選手として国体の出場経験を持
つ、真面国で几帳面な方。85歳です。

大阪市の某会社に41年勤務。瀬戸大橋や明石海峡

大橋などの現場施工に携わり、作業員が機能的に動く

ための細かい業務マニュアル作成は、必須の仕事だっ

たと。

退職後の平成 14年に香川に戻り、讃留霊王神社や

八坂神社の秋祭り当番の代表になり、古来から大切に

されてきた伝統を形に残すことが役国だと作業マニュ

アルを作つたそうです。平成29年には讃留霊王神社富

総代、令不□6年には当番の代表として釆配。地域の子

どもにも出番を作り、皆で祭りを成功させることができ

て心から安土者したと。

現在、コミュニティ健康スポーツ部やにこにこ会など

で活躍されていて、これからも農業に従事しながら毎

日のウォーキングや筋肉体操を続けて元気で過ごした

いと話されました。

i々 六凛i λ―if｀挙|― デI貫 |:|:―
・韮麟

毎 悽床ゲツト
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Ｏ
Ｏ

‐ｉｌｉ‐
∩

。
ハ _ 〕゙

せんたト 9r ■`こ

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

寒
い
時
期
に
な
る
と
、
家
の
中

で
も
温
度
差
が
生

じ
ま
す
。

暖
か
い
部
屋
か

ら
寒
い
部
屋

へ
移

動
す
る
と
、
急
激

な
温
度
変
化
に
よ
り
血
圧
が
変
動

し
ま
す
。
特
に
入
浴
時
は
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
リ
ス
タ
が
高

く
な
り
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
グ

対
策
と
し
て
、
脱
衣
所
や
浴
室

・

ト
イ
レ

・
廊
下
な
ど
も

一
定
の
温

度
を
保
つ
よ
う
に
暖
房
器
具
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
だ
よ
り

|

|

|

(読者からの声 )

京都府に住んでいる私は、地元である

飯山南の様子を祖父からの贈り物「法の郷コミュニテイ

だより」で拝見させていただいております。

懐かしい風景、後輩たちの活躍、新しい催しなど

の様 な々晴報や変わらない伝統、生まれ育った地の和

やかなニュース、変わりゆく風景を遠くから知ることがで

きるのは、地元を離れている私のような者にとって故郷

を想起する良い機会になり、お便りを読んでいる時間

は懐かしく楽しいひと時になっています。

香川を離れて3年、毎月のお便りは心の子処り所です。

故郷への変わらぬ想いを馳せ、故郷の今を知ることが

できるのは嬉しい限りです。懐かしい風景が掲載され

ている時は幼少期を思い出し、様々な記憶が蘇ります。

寒い日が続きます力ヽ 編集者様には、お身体に障ら

ぬようお過ごしいただきたいと思います。これからも楽し

みにしております。   京都在住 学生 増田 葵

′
Ｆ

ヤ

杉

北
（

祭

係

汽

ヽ

差
別
や
偏
見
は
無
知
か
ら
始
ま
る

見
慣
れ
な
い
文
化
、
人
種
、
宗
教
、
病
気
、

障
が

い
。
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
見
た
目

で
判
断
し
、
無
意
識
に
線

を
引
い
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
人
に
つ
い
て

知
ろ
う
と
し
て
い
た
だ

ろ
う
か
。
無
知
が
生

み
出
す
偏
見
や
差
別

に
支
配
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。

「地区外発送サービス」
令和7年度分受付開始

【期  間】1年間(4月～翌年3月 )

【発送時期】毎月末

〔発 送 料】1カ所につき年間1,200円

【申込・問合】飯山南コミュニティセンター

離れて暮らす

お子さん。ご両親・

ご親戚・ご友人へ…

飯山南の情報を
お届けしませんか?

1日 (土)・
・・マザーグース《英語であそぼ/バレンダイン !

大好きなあなたへ)(要申込)

3日 (月 )。
中豆まき(要申込)

6日 (木)。
・・親子体操

7日 (金)・
・・AED講習会

8日 (土)。
中つくってあそば !!くグラフト教室/封筒でマジック

カードをつくろう)(要申込)

19日 (水)・
中出前請座「じどせんのおねえさんといっしょ」

(飯山南コミュニティセンダーで)

20日 (木)・
中ツボ押しと体操
トライアングルく子育て相談》(要申込)

(子育てひろば「たんば1剖と共催)

22日 (土)。
中ファンダジー(創作紙芝居》

26日 (水)中
●移動図書館かめまる号がやつてくる

警ぜ
単

202,Fe♭ruぶ rυ

【3月初めの行事予定】
3日 (月 )・

中ひなまつり
6日 (木)・

・・親子体操

む愈

業
交
番
だ
よ

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
！

起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
！

昨
年
１２
月
は
、
県
内
で
死
亡
事
故
が
連
続
発

生
し
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、

○
心
と
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
前
を
よ
く
視

て
運
転
す
る
こ
と

Ｏ
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と

○
夜
間
は
、視
界
が
悪
く
な
る
こ
と
か
ら
、
昼
間

よ
り
も
速
度
を
落
と
す
こ
と

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
。自
転
車
の
方
は
、

Ｏ
明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
着
用
す
る
こ
と

○
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、横
断
歩
道
を
利
用

し
、左
右
の
安
全
確
認
を
す
る
こ
と

○
自
転
車
乗
車
時
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

丸
亀
警
察
署
盗

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盗
♯
９
１
１
０

Ｂ
Ｅ

日

フ  HANZANMINAMI COMMUNITY MAGAZINE No 131【 20252】



ω
掲載ページ

凸
パンの日

Lw
かめまる号

>E宝

青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

10

20

30 休館日

・ あいさつ運動 (総務環境美化部)

4●

50 ・ 南小1年生昔あそび

66

70

80 ・ 生涯学習利用団体説明会

9Θ ・ 健康ウォーク・ペタンク

100 休館日

>E=   20o ●配食サービス(友愛訪問)

21o ・ 介護予防のための体操教室

22o

17o 体館日

18●

190

231動

盈総〔ひ

>Eく   276
Lw    28 0

お

・ いきいき講座 ・ 第4回健康講演会0
・ 健康相談 0
●じどせんのおねえさんといっしょり

・ 南小3年生音のくらし

天皇誕生日

休館日

係書体 F〕

休館日

出

>Eく

250 休館日

260 ●ももっこ広場 0
建固記念のLl

休館日電電鬱

3/ 50・防犯パトロール隊感謝の集い

3/300・ 第3回ウォークラリー(東小サI日と地区)

120

136 ・ 防ぢEパトロール隊役員会

140

150 ・ 法ちゃんくらぶ ω

15⑤ ・ 第4回自治会長会 0
●にじいるカフェ紅山 ●卜峯銃tlオ毒、

診
断
の
結
果
は
、建
築
士
や
設
計
士
か
ら
説

明
を
聞
き
ま
し
き
つ
。

ど
ん
な
方
法
で
ど
ん
な
工
事
を
す
る
か
、
工

事
中
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
生
活
で
き
る
の

か
、
工
事
後
の
見
栄
え
は
、
な
ど
納
得
の
い
く

ま
で
説
明
を
受
け
ま
し
さ
つ
。

耐
震
補
強
（木
造
住
宅
の
場
合
）は
、主
に
次

の
よ
う
な
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
木
造
住
宅
が

地
震
に
抵
抗
す
る
部
分
は
壁
で
す
。
基
礎
・筋

交
い
を
入
れ
た
り
、構
造
用
合
板
を
張
っ
た
り

し
て
強
い
壁
に
し
ま
す
。
壁
の
補
強
、
開
□
部

が
多
い
建
物
や
複
雑
な
形
状
の
建
物
は
、壁
の

量
と
配
置
の
工
夫
。
柱
、梁
、土
台
は
筋
交
い
な

ど
で
し
っ
か
り
と
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
ま
す
。
部
材

の
接
合
部
や
地
盤
の
状
態
、
腐
朽
、
シ
回
ア
リ

対
策
等
。
新
し
い
工
法
も
開
発
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
他
、
併
せ
て
雨
漏
り
や
床
下
の
状
態

な
ど
点
検
す
る
よ
い
機
会
で
す
。

費
用
の
目
安
と
支
援
体
制
を
み
る
と
、耐
震

診
断
で
は
一般
的
に
は
１０
万
円
か
ら
‐３
万
円

位
、耐
震
補
強
工
事
は
１
０
０
万
円
か
ら
２
０

０
万
円
程
度
で
す
。
増
改
築
や
リ
フ
オ
ー
ム
等

併
せ
て
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
と
、
コ
ス
ト
を

抑
え
る
上
で
は
有
効
で
す
。
補
助
金
制
度
は
、

耐
震
診
断
上
限
１３
万
円
、
耐
震
補
強
工
事
１

０
０
万
円
、
非
課
税
世
帯
１
３
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
丸
亀
市
建
築
住
宅
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（文

責
　
進
　
和
彦
）

石、れあい殉レンダー
2月

3和7年

COド1ド lUiヾ ITtt Cム LEINBAF

〔発行・編集〕

飯山南コミュニティ広報委員会

https://hannan‐cttnet/

飯山南コミュニティセンダー

〒762‐0084 丸亀市飯山田丁上,去軍寺 1010-l Tet・ Fax 08フ ア‐98-2200
■

■

飯山南コミュニティ協議会  気
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